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研究成果の概要（和文）：性差を考慮した「幼児版社会性・行動評価尺度」の開発を行った。尺度は玩具や絵カ
ードを用いた、子どもとのやりとりを通した個別検査であり、15分から20分の時間を要する。577人への予備調
査の結果29課題が選択され、各課題に通過（合格）基準を設け、保育園に通う3～6歳の幼児を対象に標準化を行
った。結果として得られた社会性得点は年齢とともに増加し、S-M社会生活能力検査と一定の相関も認められ、
５歳までの幼児の社会性や行動を評価する方法のひとつとして利用可能と考えられた。性差の検討では、社会性
の発達は幼児期後半で女児の方が早いことが想定されたが、性差が明らかでない年齢もあり今後の検討が必要と
思われた。

研究成果の概要（英文）：Developmental disorders have been drawing significant attention in recent 
research. So, we have developed a new assessment scale to measure social and behavioral development 
of preschool children. Based on preliminary survey of 577 children, we made this inspection scale. 
The scale consisted of 29 items such as “greeting”,“understanding situations” and “action 
imitation.” When undertaking the task, we gave one point and summed them as the “sociality
score.” Sociality scores increased with age and there was a positive correlation between sociality 
score and the result of social skill test (SQ) in 3, 4, and 5 years old children. As to the sex 
difference of social scores, significant differences were found at 5 years old children. We believe 
that this scale can be constructively used as a means to evaluate sociality.

研究分野：小児神経学、障害児・者支援学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により開発された、性差を考慮した「幼児版社会性・行動発達評価尺度」は、社会性や行動を評価できる
尺度として、１）子どもの社会性や行動の発達の遅れや知的発達とのアンバランスさの評価や経過観察に役立て
ることができる、２）発達発達障害児のスクリーニングや診断、また、障害児の支援方法の検討や療育の効果の
判定に利用することができる、３）健常児、発達障害児や「気になる子」の性差の評価および性差の実態や原因
の検討に利用することができる、などが考えられる。



１． 研究開始当初の背景 

社会の諸構造の急激な変化と貧困や虐待など社会病理が目立つ環境の中で、現代は子育て・子

育ちが難しい状況にあるといわれている。子どもたちの様子を見ると、落ち着きのない子ども、

容易に困難さから回避する子ども、容易に「キレる」「ムカつく」など短絡的行為を示す子ども、

感情の不安定さや衝動コントロールの弱さを持った子どもが目立ってきていることは、かなり

以前からいわれているが、いっこうに改善される気配はない。また、2004 年の発達障害者支援

法の制定以来、知的障害はないが社会性や行動・学習・微細運動などに課題をもつ発達障害児が

クローズアップされ、早期発見と早期対応が求められているがいまだ十分ではない。われわれは

長年にわたり、幼児期の健常な子どもたちの発達のアンバランスさ、および、発達障害児や「気

になる子」の評価や課題について継続して研究を進めてきた。 

２． 研究の目的 

本研究では、1歳から 6 歳の子どもの社会性や行動の発達を評価するための、性差を考慮した

「幼児版社会性・行動発達尺度」の開発を行った。15～20 分で評価が可能で、我々のこれまで

の研究結果から明らかになった、子どもの発達の性差、および、気になる子や発達障害児の性差

を考慮して作成した。この研究により、現代の子どもの発達のアンバランスの評価、気になる子

への対応やフォロー、発達障害児の早期発見、早期診断、療育の効果、などさまざま点に活用で

きることが期待できる。 

３． 研究の方法 

開発した尺度は玩具や絵カードなど（図１）を用いた、子どもとのやりとりを通した個別検査

とした。まず、いくつかの課題を考案・設定し予備調査を行った。対象は 1 歳から 8 歳の保育

園・幼稚園・小学校低学年児、計 577 人であり、検査実施後、項目別に年齢別通過率および 50％

通過年齢を求め、何歳相当の項目かを検討した。また、実施しにくいものや同じような発達曲線

の項目は省き、尺度を作成した。作成した尺度を用いて健常幼児に対して、標準化作業および性

差の検討、他検査との相関の検討などを行った。 

  
図１．検査課題に用いる用具 左から 指示の理解 あいさつ 動作模倣 

４． 研究成果 

 作成された、検査尺度は表１に示した全 29 課題よりなる。各課題には通過（合格）基準が設

けられており、それぞれの課題を 50％の子どもが通過する年齢を適応年齢として、表１に示し

た。次いで標準化として、保育園に通う 3～6歳の幼児を対象に本尺度を実施した。結果は、課

題を通過した場合は 1点とし、得点を合計したものを社会性得点とした。年齢別に平均値と標準

偏差を算出し、次いで、保育園に通う 3～6歳の幼児を対象に本尺度を実施した。結果は、課題



を通過した場合は 1点とし、得点を合計したものを社会性得点とした。年齢別に平均値と標準偏

差を算出し、性差の検討を行った。また S-M 社会生活能力検査、ソーシャルスキル検査、新版 K

式発達検査などとの相関を検討した。 

 

その結果、社会性得点は年齢とともに増加（図２）し、S-M 社会生活能力検査 SQ と一定の相

関も認められた（図３）ことより、５歳までの幼児の社会性を評価する尺度として利用できると

考えられた。 

  

          図２．社会性得点の加齢に伴う発達的変化と性差 

    

表１．尺度の適応年齢別項目

1  歳 2  歳 3  歳 4  歳 5  歳 6  歳

積み木模倣 絵の指差し 生活習慣 動作模倣Ⅰ 動作模倣Ⅱ 動作模倣Ⅲ

にんぎょう遊びⅠ にんぎょう遊びⅡ にんぎょう遊びⅢ にんぎょう遊びⅣ しりとり

共同注意 指示の理解Ⅰ 指示の理解Ⅱ 指示の理解Ⅲ 指示の理解Ⅳ

道具の操作 心の理論Ⅰ 心の理論Ⅱ 心の理論Ⅲ 心の理論Ⅳ

クイズⅠ クイズⅡ クイズⅢ

あいさつⅠ あいさつⅡ

状況理解Ⅰ 状況理解Ⅱ

ストレス場面



         図３．社会性得点と社会生活能力検査結果 SQ との関連 

性差の検討では、5歳で女児が男児よりも得点が高かった（図２）ことより社会性の発達は幼

児期後半で女児の方が早く、男児が後で追いつくことが想定されたが、性差が明らかでない課題

も多く、今後の検討が必要と考えられた。 
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